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ポイント

· 

ＪＳＴ先端計測分析技術・機器開発プログラムの一環として、○○大学 ○○学部の○○　○○　教授らの開発チームは、・・・・・・・・・の開発に成功しました。

従来、・・・・・・の分野では、・・・・・・であったため、・・・・・・を測定することができませんでした。しかし、この問題を解決できれば・・・・・・が可能になるため、現場では・・・・・・の開発が求められていました。


開発チームは今回、独自に開発した・・・・・・を用いることによって従来法の問題点を解決し、・・・・・・することに成功しました。

この成果によって、・・・・・・を測定することが可能になったので、・・・・・・や・・・・・・などに大きく貢献することが期待されます。


本開発成果は、ＸＸＸＸ年ＸＸ月ＸＸ日（現地時間）発行の△△科学雑誌「・・・・・・」に掲載されます。
· 囲み文がそのまま新聞記事になっても違和感がないように、ポイントを絞って下さい。

· 囲み文は、500～700文字の範囲に収まるように、まとめて下さい。

· 文章は原則として短く（2行以内）簡潔にし、「です。ます。」調で作成してください。

＜開発の背景と経緯＞

· ストーリーを教えて下さい。
今回の成果の「面白さ」を、研究開発内容やその現場を知らない一般の方とも共有できるように、その背景や従来技術の限界などを記載して下さい。発表内容についての説明のみではなく、全体的な研究開発の流れを読者と共有できれば、発表成果の重要性をより強くアピールすることができます。

例）・当該技術について、現状の課題は何か？

· 現状の課題を克服するために、必要なことは何か？

· 当該開発が現状の課題を克服するために果たす役割は何か？

· 当該技術および開発課題に対する社会的な要請があるか？それは何か？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

＜開発の内容＞

· 具体的にお書き下さい。
「いつ、どこで、誰が、何を、どうやって、どうした（５Ｗ１Ｈ）」かを明確にして下さい。

· 何が「ウリ」なのかを明確にして下さい。

開発成果を発表されるにあたり、開発者として「これが一番のアピールポイントだ」自負される点があると思います。そこを明確にして下さい。また、なぜその点がアピールポイントとなるのかを記述して下さい。

例）・発表成果が従来技術を凌駕する点

· 発表成果が従来技術を凌駕するに至る、その元となる発見・発明

· 発表成果の新規性

· 発表成果が学術分野や社会に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

· 表現や構成を工夫して下さい。

門外漢でも直感的に分かりやすい言葉や具体的な数値で、発表成果の「凄さ」を記述して下さい。

例）・「世界初」「世界最高」など

· 従来法と比較して「○○倍（精度など）」、「○○分の一（測定時間など）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

＜今後の展開＞

· 発表成果そのものの展開や、その影響・波及効果について。

開発成果の展開に関する情報や、開発成果が学術的・社会的・経済的に及ぼす影響などについて展望を記述して下さい。

例）・発表成果の製品化の時期や、販売予定価格帯、
· 開発成果を利用して得られる知見が、学術分野や社会に及ぼす影響、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

＜付記＞　※任意
· 発表成果を得るにあたって協力した方等について明記する必要がある場合は、本欄に記載して下さい。

＜参考図＞

· 各図にはタイトルを付け、さらに数行のキャプションを付けてください、

· オリジナルの図表のキャプションや単位その他が英語で書かれている場合は、日本語表記に直してください。

· 当該開発の意義・背景を示す図表があれば、読者の理解を助けるのに効果的です。

· 図や写真で、特にポイントとなる部分がある場合は、矢印や○で囲むなど、わかりやすく強調してください。

· 論文に掲載した図の掲載にあたっては、雑誌社に掲載許可を取る必要がある場合があります。事前にご確認ください。

＜用語説明＞
· 用語解説は、最大でも１０個程度に抑えるようにし、できるだけ一般的な言葉で言い換えたり、本文中で説明したりしてください。

＜論文名＞

“　　英文タイトル　　”

（　　英文タイトルの和訳　　）
論文にDOI番号がある場合は、この欄に記載して下さい。


＜お問い合わせ先＞

＜開発内容に関すること＞

研究者氏名（フリガナ）

○○大学 ○○学部　教授
〒XXX-XXXX ○○県・・・
Tel：　Fax：
E-mail：
＜ＪＳＴの事業に関すること＞

担当者氏名（フリガナ）

国立研究開発法人　科学技術振興機構
〒XXX-XXXX ○○県・・・
Tel：　Fax：
E-mail：

メインタイトル


発表内容の一番の「ウリ」が一目で分かり、インパクトのあるタイトルにして下さい。


サブタイトル（任意）


専門用語を避け、何に役立つのかを記載して下さい。





原稿は、「MSゴシック　12ポイント」で作成して下さい





共同発表機関　ロゴ





ポイント


発表内容のポイントを、3つを目処に、それぞれ75文字（2行）以内で記載して下さい。





【第１段落目】結論を簡潔に記入してください。一文目は特に、注釈を必要とする用語は避けてください。





【第２段落目】当該開発を行う意義やその背景、さらに解決が求められていた課題等について、簡潔に記入してください。





【第３段落目】発表内容について、簡潔に記入してください。





【第４段落目】応用面や今後の展開などについて、簡潔に記入してください。





この部分はＪＳＴ側が記入します。記入内容について間違い等がないか、ご確認下さい。








本開発成果は、以下の事業・開発課題によって得られました。


事業名：研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム）□□タイプ


開発課題名：「●●●●の開発」


チームリーダー：○○　○○（○○大学 ○○学部　教授）


開発期間：平成２２～２５年度（予定）


担当開発総括：△△　△△（△△大学　名誉教授）


ＪＳＴはこのプログラムの□□タイプで、・・・・・・・・・・・の開発を目指しています。





【２ページ目以降】


開発の背景、内容、展開を、１ページ目を補足する形でわかりやすく記載して下さい。





プレス発表日時以降（特にプレス発表時刻から２～３時間程度）に、記者からの取材がある場合があります。


開発内容について取材対応のできる方のご連絡先を記入してください。





この部分はＪＳＴ側が記入します。


チームでのご対応は不要です。





プレスリリース資料はマスコミ関係者に向けた資料です。また、ＪＳＴホームページ上で一般にも公開されます。


マスコミ関係者には様々な経歴を持った方がいらっしゃいます。しかし、必ずしも自然科学に明るい方ばかりではありません。


一般の方々にも「面白い」と思っていただけるような表現・構成を心がけてください。


※　これまでの本プログラムのプレスリリースは、本プログラムのホームページからご確認いただけます。


JST先端計測分析技術・機器開発プログラム　ホームページＵＲＬ：　http://www.jst.go.jp/sentan/









